
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の
掛
け
声
と
共
に
、
若
者
た
ち
が
13

台
の
山
車
（
や
ま
）
を
引
っ
張
り
、
笛
や
太
鼓
で
囃
子
（
は
や

し
）
を
か
き
鳴
ら
し
た
。
人
口
約
１
万
１
０
０
０
人
の
檜
山
管

内
江
差
町
は
異
様
な
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
毎
年
８
月
９
〜
11
日

古い街並みに異様な熱気

雰囲気高揚
光と囃子

5455

に
行
わ
れ
る
渡
御
祭
。
町
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
１
年
前
か
ら

予
約
で
埋
ま
り
、
６
万
人
と
も
７
万
人
と
も
い
わ
れ
る
江
差
出

身
者
が
帰
省
し
祭
り
に
命
を
燃
や
す
。
そ
の
熱
狂
を
リ
ポ
ー
ト

す
る
。

◆
山
車

１
４
４
７
（
文
安
４
）
年
の
創
立
と
言
わ
れ
る
姥
神
（
う
ば

が
み
）
大
神
宮
。
社
殿
が
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
た
１
６
４
４

（
正
保
元
）
年
に
祭
り
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
各
町
内


